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２ 必要な森林デジタルデータとツール 
木材生産計画を策定したい場所が決まったら、最初にその
区域の森林デジタルデータを入手する必要があります。ま
た、森林デジタルデータを扱うためのツール（GIS）も必要
です。本章では、これら必要なツールやデータとその入手
方法について解説します。 

 

が保有する森林デジタルデータのうち、本書で扱う基本的なデータは林

小班のポリゴンデータと樹種別の樹頂点データの二種類で、これらがシ

ェープファイル形式で提供されます。林小班のポリゴンデータは図形的

には（見た目には）単に林小班の境界線を表すデータですが、属性データに森林

簿の詳細なデータを含めて提供してもらうことが可能です。 

 

一方、樹種別の樹頂点データは、提供区域の樹木1本ごとの位置と樹高がわかる

ものです。こちらも見た目には単なる点（ポイントデータ）ですが、属性値に樹

高データを持っており、その地点の樹木の高さがわかります。残念ながら、樹木

は成長するので航空レーザー計測した時点からデータの陳腐化が始まってしまい

ますが、本書の手法によって数年後であっても利用できるようにするものです。 

このほかにも県が保有する森林デジタルデータには他にも地形データなどがあり

ます。 

 

 

チャプター 
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必要となる森林デジタルデータ 
本書で必要となるデータは次の通りです。 

データの入手先 
データごとに岐阜県林政部の所管が異なるため、入手先もそれぞれ違いますので

必要なデータの詳細については下記までお問い合わせください。 

データの入手方法 
ほとんどの場合、事業体がデータを入手するのにデータの貸与申請が必要です。

電磁的記録等複製・使用申請書や森林簿データ等貸与申請書および誓約書の提出

が必要ですので、詳しくは入手先・問い合わせ先までご連絡ください。 

データの種類 説明 

森林簿データ 

森林の所在地や所有者、面積や森林の種類、材積や成

長量などの森林に関する情報を記載した台帳をデジタ

ルデータ化したものです。 

森林計画図（林小班）データ 

森林の施業や管理用の図面として利用するために、地

域森林計画の対象となる森林を、樹種や所有形態等で

区分けした図面をベクトルデータ化した図形データで

す。 

路網図データ 
林道や作業道がラインデータで図形化されたもので

す。 

標高データ（DEM） 
Lidar データから作成された地面の地形データです。一

般的には標高を表すデータとなります。 

森林疎密度解析データ 

Lidar データから作成された地表面の地形データです。

DEM と似ていますが、航空レーザーは地面に辿り着く前

に障害物（樹木や建物など）があれば、そこから反射

して地物の上面の標高を表すことになるので、DEM との

差分を取れば、例えばビルであれば地面からの高さが

わかります。このことから、森林地域でこの解析をす

れば、任意の範囲において樹高が○m の樹木が何本ある

かが凡そ把握できるデータになります。 

  

データの種類 
入手先・問い合わせ先 

岐阜県林政部 058-272-1111 

森林簿データ 林政課森林計画係（内４３１７） 

森林計画図（林小班）データ 林政課森林計画係（同上） 

林道・作業道データ 森林経営課整備係（内４３８５） 

標高データ（DEM） 森林保全課治山係（内４４１７） 

森林疎密度解析データ 森林活用推進課森林吸収現対策室（内４３４７） 
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データの容量が小さい場合はダウンロード先をメールなどで指定されてファイル

を保存すれば事足りる場合もありますが、データ容量が大きい場合には、空のハ

ードディスクなどが必要になるかもしれません。入手先に問い合わせの上、必要

な機器を準備しておく必要があります。 

  
図 2- 1 申請書の事例  

入手したデータの内容確認 
県から提供されるデータは zip 等の圧縮ファイルになっていることが多いので、

解凍する必要があるかもしれません。適切な解凍ソフトで解凍したフォルダー中

のファイルを確認します。 

データは、GIS のデータやデータベースから属性値だけをエクスポートしたデー

タ（表計算ソフトで扱う）が提供されることもあります。申請者側がどんなデー

タが必要なのかがわからないと提供側も申請者の意図しないデータを提供せざる

を得ないことがあります。GIS の図形データが欲しいのか、それとも森林簿の属

性データだけが必要なのかを伝えておかないと、何度も請求しなくてはならなく

なるので事前によく調べておくことが必要です。 

提供されたデータまたは解凍したデータが GIS データであるとき、一般に

Windows のエクスプローラーからは次のように表示されているはずです。同じ名

前のファイル名が複数あるように見えますが、ファイルの拡張子（.shxや.shpな

ど）が異なります。これらのファイルはシェープファイル（米国ESRI社のGISフ

ォーマット）形式といわれるベクタ形式（図形は点・線・面）のデータを表現す

る形式です。やや旧式な部類に属するフォーマットですが、GIS 黎明期からの世

界標準フォーマットですので現在でも使われています。 
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図 2- 2 森林簿 GIS データ（左）と樹頂点データ（右）  

メモ 

PCで拡張子を表示させるには、エクスプローラーのメニューの「表示」から[ 表示 ]  

- [ファイル名拡張子 ]をクリックします。この拡張子はGISを操作する上で重要な

ので表示させたままにしておきます。
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Windows のエクスプローラーなどでシェープファイルを見ると、図 2-2 のように少

なくとも同じ名前のファイルが４個以上あることがわかります。シェープファイ

ルはこれらのファイルが相互に関係して一つのGISデータになりますので、必ずセ

ットでコピーしたり移動したりする必要があります。GIS ソフトでこれらのファイ

ルを操作する場合には一つのファイルとして見えるよう設計されており、ファイ

ルのコピーミスなどを防ぐことができます。このような理由から、データをコピ

ー・移動するときは専用のGISソフトで行い、できるだけWindowsから操作するの

は避けることが賢明です。 

Windows から属性データの内容を確認する方法 
主なシェープファイルの拡張子の意味は次の通りです。 

拡張子 意味・役割 

.shp  （必須） 図形の情報（点・線・面）を格納するメインのファイル。 

.shx  （必須） 図形のインデックス情報（検索に使うデータ）を格納するフ

ァイル。 

.dbf  （必須）図形の属性情報（図形に関する小班名、樹種、林齢など具体的

なデータ）を格納するテーブル。 

.prj  （推奨）図形の持つ座標系の定義情報を格納するファイル。もしこの情

報が無い場合は提供者から情報を得て自ら付与する必要がある。 

.sbn および  

.sbx  

（推奨） 空間インデックスを格納するファイル。空間インデックスを

持つと、空間検索のパフォーマンスを向上させることができる。 

.cpg （推奨）使用した文字コードの識別コードページ（DBF専用）指定。 

上記のうち、特に重要な.dbfの拡張子を持つファイルをWindowsから確認します。 

＜.dbfの確認＞ 

.dbfは data base file を表しますので、そのまま表計算ソフトで開くことができ

ます。表計算ソフトを起動して空白のシート上に〇〇.dbf をドラッグ&ドロップす

れば閲覧が可能になります。（注：編集した後の保存はCSV形式などにする必要が

あります。）データベースファイルを開いたすぐは次のように表示されますので、

一番上の行でどんな内容のデータが格納されているかを知る事ができ、その具体

的なデータも２行目以降で確認することができます。 

 
図 2- 3 スギ樹頂点 .dbf 
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県提供データの様々の属性構成について 
上記のように県から提供されるデータの内容を確認すると、様々な形態で提供さ

れることがわかります。例えば、同じ樹頂点データを申請しても、時期や場所に

よって属性データの内容が異なっていることがあり、胸高直径以外にも様々な林

況指標が含まれていたり、中には単木の材積まで含まれていたりするものさえあ

ります。すでに材積まである場合には、これをもって対象地に存する単木材積を

全部集計してしまえば、概略の在庫量は把握できるわけですが、樹高を航空レー

ザー計測した年度や解析した年度を確認しておかないと過去の時点でのデータに

なってしまいます。よって本書では、航空レーザー計測した年度から現在までの

林木の成長を考慮する方法を取ります。 

 
図 2- 4 属性の内容が異なる事例（表示は ArcGIS による）  

また、胸高直径が属性値にある場合でも、全ての樹高で同じ数値になっているな

どのケースがありますので、本書ではこの胸高直径を採用しないで、改めて樹高

から胸高直径を推定するようにしています。 
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図 2- 5 樹高が異なっていても全部同じ胸高直径になっている事例  

 

メモ 

県提供のデータが全く表示できない、既存のデータと重ならないなどのトラブル

は、ほとんどが測地系と座標系の設定に起因します。測地系と座標系の知識を深

めるには国土地理院サイトの国家座標の項目をご参照ください。

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/kokkazahyo-top.html 

 

オープンソース GIS 
森林デジタルデータはオープンソースの GIS で表示で

き、必要に応じて加工することができます。そのため

のソフトウェアは身近にあるGISソフトを利用していた

だいても結構ですが、本書では QGIS を利用します。

QGIS は https://qgis.org/からダウンロードして PC にインストールしてくださ

い。 

こ の 作 業 が 難 し い 場 合 に は 、 例 え ば 説 明 サ イ ト の https:// 

qgis.mierune.co.jp/や書籍などを利用してQGISに関するトレーニングをしてか

ら挑戦してください。まだインストールしていない場合には、以下にダウンロ

ードサイトのイメージとインストールの簡単な手順を示しておきますので、準

備してください。 

 

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/kokkazahyo-top.html
https://qgis.org/
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QGIS をインストールする手順 

 
図 1- 2 QGIS のダウンロードサイトの [Download]をクリック  

 
図 1- 3 [Skip it and go to download]をクリック  

QGIS はオープンソースということもあり、頻繁にバージョンアップが繰り返され

ています。あまり新しいバージョンをインストールしてしまうと説明サイトや書

籍の説明と実際の操作画面が一致しないことがあります。これを避けるために安

定版を利用することを推奨します。安定版とはプログラムのバグなどが少なく PC

や OS などの違いによって不具合が起きにくいので文字通り安定して動作するバー

ジョンのことです。 

本書ではOSが Microsoft Windows11 の PCへ下図の[Long Term Version for Windows 

(3.34LTR)]をクリックしてダウンロードしたものをインストールして使うことに

します。インストールに際しダウンロードするファイル名は QGIS-OSGeo4W-

3.34.14-1.msiです。 



 

11 

 

 
図 1- 4 [Long Term Version for Windows (3.34LTR)]をクリック  

上図のグリーンの部分をクリックすると、PC 上で QGIS インストーラをダウンロー

ドする場所を指示する画面が出てくるので、適当な場所（本書では[ダウンロー

ド]）を指定しておきます。ダウンロードには10分以上時間を要する場合がありま

す。 

 
図 1- 5 [ダウンロード]へ保存を指示  

ダウンロードが終了したら、ダウンロードフォルダーにある「QGIS-OSGeo4W-

3.34.14-1.msi」をダブルクリックし、画面の指示に従ってインストールしてくだ

さい。インストールに要する時間はお使いの PC 性能次第ですが、相応の時間がか

かりますので途中で電源を落としたりしないで気長にお待ちください。 

インストール後の起動確認 
インストールが完了したら、PC 画面左下の Windows スタートボタンをクリックす

ると下図のようなアイコンができているのを確認します。 
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図 1- 6 QGIS のアイコン  

このアイコンをダブルクリックすると、次のスプラッシュ画面が表示されたあと

にQGISが立ち上がります。 

 
図 1- 7 起動時のスプラッシュ画面（安定版の [long term release]が表示されています）  

 

GIS と連携して使う表計算ソフト 
GIS で森林デジタルデータを閲覧・加工の途中で、あるいは最終的な集計作業の段

階で、必要なデータを表計算ソフトに取り込んで様々な作業を行います。本書で

はこの時に使う表計算ソフトをMicrosoft Excel2021とします。 

 

 

 

  


